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The purpose of this study is to evduate agrlity in volleyball to determhe the correct
theoretical basis for learning volleyball skills. llhe subjects of this study were ten male
unversity volleyball players who have played volleybdl for more than three years.

In order to measure the agility of their reaction and movement in micro-seconds,
we created a special electric timer which had rubber plate switches on the surface of the
two balls and a signal light which was directly connected to a computer. When the light
carne on, players were asked to react and begin some type of volleybdl skills or movement.
This volleyball skills or movement was introduged by us before the trials began.

Results were as follows;
1) Arm positions in fundamental posture of back court players should be defensive

forarm ready position for quick reacrion to spiked speed bdls.
2) Sliding reception is more quicker about 32.7Vo (3 meters) end 6.t% (7 meters)

than that of running recePtion when players move forward, especially in short
distance.

3) When players move forward five meters at fourty-five degrees to receive the
ball, the dash and diving technique w:ur 20.6Vo faster than the side-step technique.
The cross-step technique was also 16.l%ofaster than that ofside-step techniques.

4) We found that blocking against the opponent's quick spike such as A or C
quick spike is theoretically impossible when the blocker jumps after set up by
oPPonents setter.
So, prediction and anticipation by blockers erc very important for good block-
ing. Even in this case, arm position with the handsjust beside the ears in funda-
mental blocking posture was 46.2Vo faster than that of blocking with arm swing
motion for second blocking.

5) It was found, dgtiog blocking movement to the right from the center middle
position for 4 meters, that the dash movement wis the fastest technique. The
dash morrement was 14.8Vo faster than the side-step movement and 9.3Vo f.aster
than the cross-step movement during the same situation.

6) We found that it takes t,292mseconds to recoyer the bdl, if players recover
this ball on the attack line just after blocking.
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(研究目的 )

バレーボールの種々のプレーを基本通 りに忠実

に行なったり,幅広い範囲を守りぬくためには,
プレー中に周囲の状況から次に生じる事態を予測

し,飛来するボールに瞬間的に反応 し、余裕のあ

る時はボールの正面にできるだけ素早く移動して

身体の正面で正しくプレーすることが大切である。

最近のように,バ レーボールの技術が高度化し,

種々のプレーにスピー ドが要求されるようになる

と,そ の速さや強弱の変化に適応するために,選

手の動きそのものにも敏捷さや器用さがますます

必要になってくる。豊田
)'2Ю ,0,つ は,ボ _ル を扱

う技術のみでなく,選手が自分の身体を素早くし

かも適確に動かす必要のあることを考慮し,ボデ

イコントロールの技術も基本技術の 1つ として考

えることを主張 しており,又選手の素質や体力の

現状分析に用いられてきた、日本バレーボール協

会科学研究委員会が,そ の体力測定項目
6)の
中に

全身反応時間・20m全 力走・9m3往復走・サイド
ステップ・ローリングテス ト等敏捷性を評価する

多くのテスト項目を採用しているのも,バレーボ

ールにおける敏捷性の重要性が一段と高まってい

ることを示唆している。

しかし,バレーボールの技術と関連した敏捷性

をどのように考え,又指導的な立場から理論的に

分析検討したものは,豊田
η,小林・大r)の研

究を除いて従来あまり多くの例を見ない。

本研究は,バ レーボールの基本技術の中でも,

守りの技術であるレシーブとブロッキングをとり

あげ,そ の際に必要な敏捷性と技術との関連性を

分析して,正 しいレシーブとブロックはどうある
べきかという, 理論的根拠を得ることを目的とし

て行なったので,そ の結果を報告する。

(研究方法)

本研究を行なうには,短時間内の反応の速さや

動きのスピードを測定する必要上,微少時間の計

測可能な装置と,測定結果を直ちに集計整理でき

るデーター処理機構を考え出す必要があったので,

種々の装置を試作検討の上,山梨大学工学部と共

同で第 1図 に示す敏捷性測定用タイマーを試作し

た。使用したボールには, 2個共表面に5 cm四方

の加圧導電ゴムを利用した平板状スウイッチをう

めこんでその位置を明示し,被験者がこの上をた

たくと信号電圧が入力信号となって伝えられるよ

う回路をセットした。スタート表示灯の点灯によ

って,前後又は左右に移動して最初のボールに触

れる迄の時間と,更にもう1つ のボールに触れる

のに要する時間をマイクロコンピューター (シ ャ

ープMZ～ 80K2)のディスプレイに表示し,N回
の計測が終了すると,そ の最大・最小値をカット

した (N-2)回 の測定値の平均及び標準偏差が
操作によって直ちに集計表示できる方式を考案し

た。本研究では,各テスト共 1人が 5回宛試技に

成功する迄,試技間に十分休息をとらせ,疲労が

測定値に影響を及ぼすことのないよう注意しなが

ら浪J定を行なった。
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AC100V 第 l図  敏捷性測定装置の概略図



本研究の被験者は,第 1表 に示すように, 3年

以上 (平均 5。 6年)のバレーボール・ トレーニン

グの経験を持つ大学男子バレーボール選手 9名 を

対象として,昭和56年 9月 ,山梨大学体育館にお

いて実施 した。 9名中比較的長身で,実戦でもブ

ロッカーの役害1を持つ 5名 がブロックのテストを,

又ブロックテストにも加わった R.K.を含め他の

4名 については, レシーブに関連するテス トの被

験者とした。ブロックテス トの際のネットの高さ

表 I表 被験者の体格及び経験年数

備考)Bは ブロックのテスト,Rは レシーブの
テストの被験者

第 2表  レシーブ時の構え方による手と腕の反射 0移動に要する時間

※※ 危険率 1%で差は有意
※   ク 5%で差は有意
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は 2。 30m,更 にそのネット上 5 cmに ボールの下端
がくるようボールをセットして行なった。

今回実施 した測定は, レシーブとブロッキング

に関する次の 7項 目であった。

1)手 の反応の速さ
2)構 えの際の手の位置とボールヘの反応の速
さ

3)前方 3m及び 7mのボールに対する反応と
動きの速さ

4)斜め右前45:5mの ボールに対する反応と
動きの速さ

5)ブロッキングの際の手の反応と移動の速さ
6)左右 4m移動時の動きの速さとフットワー
クとの関係

7)ブロック後,後方 3mのボールの下に移動
しトスする迄の反応と動きの速さ

(研究結果 )

ボールに対する腕の反応と移動に要する時間は

第 2表に示すとおりであった。ボールに対しオー

バーハンドパスか組み手パスのフォームでボール

に軽く触れ, ランプの点灯に反応 して瞬間的にボ

ールを押す迄に要する時間は,オ ーバーハンド構
えた場合,平均217 m sec,ア ンダーハ ンドの組み
手で構えた場合が平均256 m sec.で ,オ ーバーハ

ンドでボールに触れる場合の方が18。 0%早い傾向

氏  名 令
＞才
年
＜

長
＞
身
＜

重
＞
体
＜
指 高
(cm)

経験年数
(年 )

R3K. 177。 0 67。 0 2.27 5(R,B)

T.H. 183.0 74。 0 2.29 3(B)

T.I 179.0 66。 0 2.26 4(B)

A.I 20 170.0 62.0 4(R)

K.K. 185。 0 66。 0 2。 36 7(B)

Y.K. 181.0 74。 0 2。 25 4(B)

JoM. 20 170。 0 64。 0 9(R)

K.H. 20 169。 0 59。 0 7(R)

Ho F. 168.0 61.0 7(R)

平 均 値 19。 7 175.8 65.9 2。 29

標準偏差 6。 6 5。 3 0。 04

手の反射時間 正面での組み手迫の所要時間 右横
"cm澤

み
季迫の所要時間 オー/洵 ンヽ助ッ随噺藤細

t -/l-
/\ > l'."

組 み 手
オータ‐ハ

ンドから

両手開いて

前挙から

両手下に

さげてから

オーバーハ

ンドから

両手開いて

前挙から

両手開いて

前挙●片手で

オーバーハ

ンドから

両手開いて

前挙から

J.M. 228.3 277。 7 510.0 368.7 440.0 493.0 419.0 302。 0 335。 0 448.0

K.H. 194.3 255。 5 508.0 393。 0 357。 7 496.0 400.0 335。 0 362.0 437.0

A.I. 202.7 250。 0 469.3 469.3 430。 0 477。 0 464。 0 379。 0 409.0 478.0

R.K. 222。 0 258。 0 427.3 383。 7 389.7 441.0 373。 0 308.0 392。 0 417。 0

H.F。 238。 0 237。 3 443。 0 347.0 359。 3 427。 0 381.0 335.0 363。 0 433。 0

平均値

標準偏差

有意差

217.0 255。 7 471。 5 392.3 395。 3 466。 8 407.4 331.8 372。 2 442.6

18.1 14.7 37。 4 46。 4 38.5 31.2 36.3 30。 4 28。 8 22。 7

t (x) |=(※ )_竪 )
t (x)

備考 ) (単位m sec.)
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が認められた。

又構えた時,ヘ ソの正面に飛来してきたボール

に対し,構えの姿勢から素早く組み手でレシーブ

する際のボールに触れる速さは,写真 2に示す両

手を胸の前に挙げた状況からでは472msec。 ,両手

をや 低ゝ く体側に開き気味に構えた場合392m sec.

で,後者の方が80msec.(20。 4%)早 いことが明ら

かになった。ボールガ正面でなく,身体の右横ヘ

ソの高さ50cm外方に飛来 した状況での組み手の速

さは,胸前からは467m sec。 を要するのに比較し,

体側 に開 き気味に構 えてから組み手 に移 るのに

407 m sec。 又右手片手でボールに触れるのに 332

m sec。 かかり,胸前から腕を動かすのに比較 し

て,片手で触れる方が40。 7%,又体狽1に開いて構
え組み手に移る方が22。 6%も 早い傾向が認められ

た。比較的実戦では少ないが,他人がレシーブし

そこなったり,コ ート前方に出すぎた場合ボール

が自分の顔近 くに飛来することがあり,そ のよう

な場合合掌式のオーバーハンドカットの技術を用

いるケースが生じるが,オ ーバーハンドカットに

要する時間は,両手胸前からが372m sec。 ,体側に

開き気味の腕の位置からは443msec.,を 要し,前

者が19.1%早いことが明らかになった。

写真 ! オーバーハンドでの反応時間の測定

(腕を胸の前にあげての構え姿勢)    (両 腕を前に出しての構え姿勢)     (両 腕をさげての構え姿勢)

写真 2 バックプレーヤーの構え姿勢時の腕の位置



レシーブの際には,ボールに対する腕の反応の

速さと共に,ボールの正面に素早く移動する速さ

も又極めて大切な条件になる。

本研究では前方 3m及び 7m移動してボールに

触れる場合と,前方へのスライディング (と び込

み)技術を用いた場合の速さを検討したが,そ の

結果は第 3表 に示すとおりである。両足を開き気

味に横に並べて構え,点灯と共に3m前方のボー
ルに触れるのに1,237 m sec。 又その構えからスラ

イデ ィングで触れるのに932 m sec。 でダッシュ時

より32。 7%早 く,又片足前の構えから7m前方の

ボールに走って触れる場合とスライデ ィングして

触れるのでは各々1,751 m sec.と 1,650 m sec。 でス

ライディングの方が 6.1%速いことが明らかにな

った。

ボールが体側に飛来した場合の動きの方向は,

ボールの返球に要する角度を考慮すると真横に動

くべきでなく,斜め前方に移動することが必要で

あると豊田
1)'2几 3),9は

述べている。

本研究では,両足を左右に開いて構え,斜め右

前45° 方向に5m移動する場合を考慮して,送 り

足・クロスステップ・ボールに向かって全力走し

てスライディングレシーブした場合の 3つの条件

を設定し測定を行なった。その結果は第 3表に示

すとおりで,各々1,705m sec。 ,1,468 msec"1,414

5

m sec。 を示し,正対して全力走からのスライディ
ングが20。 6%,ク ロスステップが16.1%,送 り足
に比較して早いことが明らかになった。

次にブロッキングの場合の敏捷性については,

構えの際の両手の位置とジャンプ時の移動に要す

る時間,即ちネットに平行に左右に4m移動しネ
ット上2.35mの 高さのボールに対し触れるのに要

する時間を3種のフットワークの場合を設定し,

又ブロック後次のプレーヘの移行の速さを知
′る目

的でブロック後 トスに入る迄の速さの 3点を重点

的に測定した。

その結果,第 4表 に示すように,ネ ット際で両

手を挙げて構え,ネ ット_L2.35mの ボールの上方

に触れるのには,832 m sec"又 一度ブロックした

あと再びブロックする場合,両手を両耳の横に構

えたままブロックにジャンプする場合と,一度両

手をさげ下から振りあげてジャンプするのに要す

る時間を比較すると,各々 807 m sec。 と1,180m
sec。 で素早い連続ブロックの場合,両手をさげて

振りあげると46。 2%も 多くの時間を要することが

明らかになり危険率 1%で有意差が認められた。
又,セ ンターから4m右へ移動してブロックし,
更に左に4m移動して他のネット上のボールに触
れるのに要する時間は,送 り足を用いると,構え

姿勢から右へ 4m移動してブロックするのに2,048

第 3表  レシーブ時の前及び右斜め前移動の所要時間

目
両足揃えて

構 え

↓
3m前方
ダッシュ

両足揃えて

構 え

↓
3mス ライ
ディング

右足前での

構 え

↓
7m前方
ダッシュ

右足前での

構 え

↓
7m前方
スライディング

斜 め 右 前

45°

↓

5m送 り足
移動

斜 め 右 前

45°

↓

5mクロスス
テップ移動

斜 め 右前
45°

↓
5m全力走から
スライディング

Jo M. 1,392 926 1,848 1,658 1,978 1,483 1,471

K.H. 1,189 889 1,687 1,474 1,653 1,467 1,355

A.I 1,213 960 1,690 1,684 1,637 1,480 1,414

R.K. 1,248 1,086 1,792 1,711 1,652 1,464 1,397

Ho F. 1,141 1,736 1,725 1,603 1,446 1,431

平 均 値 1,236。 6 931。 6 1,750。 6 1,650.4 1,704.6 1,468。 0 1,413.6

標準偏差 95。 2 105.6 69。 2 101。 9 154。 2 14.7 42。 7

有 意 差 (※ ※ ) (△ )
↑↑ (※ )()K)

備考) ※※危険率 1%で差は有意
※  ク 5%で 差は有意
△  ク 10%で差は有意

(H{f I msec.)
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m sec。, 更に左へ 4m移動してブロックするのに
2,147 m sec。 を要した。同じ方法をクロスステッ

プで行なうと,各 2々,044 m sec。 ,2,136 m sec.又
向いて全力走で 4m移動してブロックする方法を
用いると, 各々1,870 m sec。 ,2,079 m sec。  を示し,
送り足が最も遅く,ク ロスステップの場合に比較

しても,向いて全力走からのブロックが明らかに

速いことを示している。

ブロックが不成功の場合,選手は着地と同時に

ボールの方向に正対し,次のプレーに備えること
が必要になるが,ブロックしてネット上のボール

に触れ,着地後すぐに3m後方のアタックライン
上 lmの高さのボールの下に移動し, トスのため
ボールに触れる迫に要する時間は1,292 m sec。 を

要し,ブロック後次のボールの処理に予想以上の

時間を要することが明らかになった。

(考 察)
敏捷性をどのように考えるかについては,種々

の考え方がある。猪飼
9)は生理学的立場から体力

の一要素としての敏捷性を,外的刺激に対して反

応を起す迫の速さと,動作の反復に要する速度で

あるとしている。又豊田
10λ ll)は
,ス ポーツの場に

要求される敏捷性の要素を,予測能力・反応の速
さ 0構えの姿勢・動きの速さ・変化に対する適応

力の 5要素に分析 し,技術との関連に於て考えて
ゆくことが必要であると述べている。

本研究における敏捷性も, ランプの点灯に伴な

う動作の起る迫の時間と移動に伴なう動作や反復

動作の速さを調べたものであり,外的刺戟を知覚
し,受容器で捕えて中枢に伝え,大脳皮質の運動
領の興奮に伴なう刺戟が錐体路から脊髄前角細胞

を経て筋の終板に伝えられ,筋線維の収縮が生 じ
じる迫に要する時間とその反復動作の速さを,バ
レーボールの技術と関連させて検討したものであ

る。

本研究の結果から,胸の正面でオーバーハンド
でボールに触れた場合と組み手で触れた場合の反

応時間は,危険率 5%以下でオーバーハンドでの
反応の方が早く,両者共に豊田

7)の
報告 した 370

m sec。 より速い傾向が認められた。基本的なレシ

ーブに備える場合の構え方について,大松り豊田

直
Ю)は
両手共胸の正面に,又前田

M)は
下にさげて

構えるべきだと主張している。これに比べ,実戦
でのレシーブの場合,オ ーバーハンドでレシーブ

することにより生じ易い ドリブルの反則を防ぐた

め,ほ とんど強打されたボールに対しては,組み

手か片手でレシーブする場合が多いので,両手を

体側にやや開き気味に前方に伸ばして構えるべき

だと主張する豊田
1｀ 2用
の考え方の 3つの理論が

第 4表  ブロック時の手の位置及び移動時のフットワークの差による所要時間の比較

欠

ダ

構え姿勢

からボー

ルにブロ

ックし触

れる迫

一度プロックし再び
プロックするのに要
する時間

ネット際で構え右に4m移動し
ブロックするのに要する時間

ブロックし着地後左へ4m移動
しブロックするのに要する時間

ブロック後 3m後方

移動に要する時間

両手耳横

への構え

で

両手を下

げて振り

あげて

送り足で
クロスス

テップで

向いて全

カダッシ

ユで

送り足で
クロスス

テップで

向いて全

カダッシ

ユで

構えから

ブロック

ブロック

後ボール

に触れる

時間

R.K. 846 1,138 1.190 2,039 1,809 4,025 3,984 3,771 1.185

T.H. 785 19190 2,054 2,040 1,901 4,183 4,036 3,857 1,242

Yo K. 1,242 2,097 2,046 1,850 4,217 4,374 3,986 1,385

A.I 945 1,190 2,151 2,122 1,958 4,440 4,458 4,162 1,380

Ko K. 142 1,977 1,973 1,832 4,107 4,050 3,970 766 1,268

平 均 値 180 2,048 2,044 1,870 4,194 4,180 3,949 845 1,292

標準偏差 86 78 43 80 53 60 156 148 60 88

有 意 差 (※ ※ ) f (NN; t t (xx)

備考) ※※ :危険率 1%で差は有意 (HfU I msec.)

ー



あって種々の論争が行なわれてきたが,本研究の結

果,体側に開き気味に前に伸ばして構えるか,片
手でボールに触れる方が明らかに早く,危険率 5

%以下で有意な差を示した。レシーブの場合,強
打されたボールの勢いを殺すため,やや引き気味
にボールに触れることが必要であることを考慮す

ると,腕をTか ら振りあげ気味に当てることはコ
ントロール上不利であることは云う迫もない。

ボールが体側にとんできた場合も,オ ーバーハ

ンドの胸の前から手の位置を変えて組み手に移る

より,体側に開き気味に構えて組み手又は片手で
ボールに触れる方が明らかに速く,危険率 5%,
1%で有意差が認められた。
以上の結果から, レシーブの場合の両手の位置

は,オ ーバーハンドでのカットレシーブの場合を

除いて,組み手・片手での正面や体側のレシーブ

の場合,豊田の主張する両手の位置が最も適切で
あるという結論となる。

バレーボールのスパイクスピードは,東京オリ
ンピックの前に朝比奈等

馬)が
オリンピック選手に

ついて研究した結果,男子で初速23。 3m/sec。 ,女
子で15。 9m/sec。 であると報告しており,砂本等“

)

は,日 ソ男子ナショナルチーム選手の実戦でのス

パイクスピードは13。 9～ 19。 5m/sec。 であったと

述べている。

7

若し仮りにボールが初速のままの速さで空中を

9mと んで床上に落下すると仮定すると,男子の
スパイクが20m/sec。 の時450 m sec.を 要し,女
子のスパイクが16m/sec。 の時560 m sec。 で落下

するということになるg実戦ではスパイクは時に
はネット附近に鋭角に打たれることを考えると,

胸の前に構えた場合と体側に開いて構えた場合の

組み手に要する時間の差80m sec。 は,反応の鋭さ

と共にレシーブの成否を左右する重要な条件の 1

つであると云えよう。

又,こ のような構えの際の手の位置やボールに

対する瞬間的な反応の速さと共に,実戦ではスパ

イクが常に正面に飛来するとは限らないし,やや
スピードの遅いスパイクもあるので, レシーバー

が移動してレシーブすることも多く,移動のスピ
ードも幅広くコートを守ったり,カ バーに動く場

合に重要な要素となる。

豊田等
7)は
全日本候補男子選手を対象として左

右 3mを移動するのに1,360～ 1,380 m sec。 又前
方 7mには2,000m sec.か かることを報告している
が,本研究では前方 3m,7mについてダッシュ時
とスライディング時の所要時間の差を比較した。

両足開いて構え前方 3mダ ッシュした場合とスラ
イディングを用いた時は,後者の場合が32.7%早

く危険率 1%以下で差が有意であった。又片足前
の構えから7m前方に移動する場合,走るよりも
スライディングが 6。 1%早 く,共 にスライディン

グの効果が認められた。又斜め右45° 前方 5m移
動の場合,送 り足・クロスステップとスライディ
ングを比較すると,送 り足の場合よリクロスステ

ップで16。 1%,ス ライディングの場合20.6%早 く
危険率 5%以下で有意差が認められた。
COx l詢 は,初心者を対象に両足の中央から左右
2。 7m移動の場合,送 り足とクロスステップの場
合を比較し, 3歩移動の場合送り足で1,272 msec。 ,

クロスステップで 1,329msec。 ,ジャブクロスステッ

プで1,312 msec。 かかったと述べている。ttCoxB)

は左右 2。 8m移動の場合も送り足の方がクロスス

テップより早く,男女を比較して男子が女子より

両者共に明らかに速いと報告している。

又Edwardsと Lindeburg 
Ю)及
びIsrae1 20は右へ

1。 5m以上移動する場合,ジ ャブクロスステッブ

写真 3 前方 7mダッシュ所要時間の測定
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よりもクロスステップの方が速いことを報告し,

又 2.7m移 動の場合もクロスステップの優位性を

Chandler 21)は 盛ゴ長している。

本研究では,横斜め前45° の単純反応にもとず

く5m移動の速さであるから彼等の報告とは比較
できないが, 5m程度の距離を動いてレシーブす
る場合,向 いて全力走からのスライデ ィングが最
も速 く,ク ロスステップが送り足よりも速いとい

う結果を示 し,ク ロスステップ移動技術の重要性

を示唆してると云える。

ブロッキングの際の横移動のフットワークにつ

いては,構えの姿勢とともに第 1回 日本バレーボ
ールシンポジウム

2の ,231で
も議論されたように種々

の考え方がある。

まず構えた時の姿勢から移動しないでネット上

2。 35mの 高さのボールに触れるのには,平均 833
m sec。 を要することが明らかになった。速攻のA
・Bク イックは,セ ッターの手からボールが離れ

て300～ 500m sec。 で打たれることを考えると,こ
れらA・ Bク イックのブロックは, トスされてか

らジャンプしても間に合わず,ブロックにとぶベ

きか否かはトス前の状況判断と予測力に頼るしか

方法がないことが理論的に明らかになった。

又一度ブロック動作をした後,再びブロックす
る場合,両手を耳の横において肘のしめを使って

再びジャンプする場合と,一度手を下げ下から振
りあげてジャンプする場合を比較すると,前者が

46.2%も 早く,危険率 1%以下で有意差が認めら
れた。このことは連続ブロックにジャンプする場

合も,両手を下げて振りあげつつブロックすると

多くの時間を要し,速攻に対して不利であること
を物語っている。又被験者Ko K。 の値が他の4人

に比較し小さいのは,長身で指高が高く両手の位
置がボールに近いためで,長身者がブロッキング
の際の速さの点で有利であることを示している。

又最近のバレーボールの トップクラスの試合で

は,速攻と併用してネットのアンテナ近くに低く
速いトスを流し,相手ブロッカーが 2人揃わない

内にスパイクをする平行トスが多用されるから,

これを防ぐためのセンターブロッカーの左右への

移動の速さが大切になっている。松平等
24)は
この

平行トスはセッターの手からトスされ1,200 m sec.

でスパイクされると述べているが,本研究では右
に4m移動してブロックする場合,向いて全カダ
ッシュからのブロックが最も早く1,870 m sec.で ,

送り足・クロスステップより明らかに速く危険率

1%で 有意差が認められた。又 1度 ブロックして
左に4m移動しブロックする場合も,左に向いて
ダッシュする方法が最も速 く 3,949 m sec。 で危険

率 1%で 有意差が認められた。平行 トスに対して
4m左右に移動ブロックの場合にも, トスされて
から追いかけつつブロックしたのでは理論的に間

に合わず,相手セ ッターのフォーム,返球位置 ,
スパイカーの特徴からトスの位置を予測 して動く

ことの重要性を示唆している。

ソ連男子ナショナルチームのプラトノフ監督は,

ブロック時の横移動はネットに正対したまま送り

足からクロスステップ移動が望ましいと主張 して

いるが,C Ox rλ
181の
研究にみられる3m以内の近

距離の場合はともかく, 4m以上の移動には,ジ
ャンプ前にネットに正文寸していることと, ジャン

プが助走の惰性で左右に流れさえしなければ,向
いて全力走でダッシュし,ブ レーキ足を用いてジ

写真 4 両手をあげて構えブロック迄の所要時間の測定



ャンプの流れを防ぎ,深い沈みこみからネットに

正対したままブロックすべきとする豊田の理論
1)

2),助
が効果的であることが明らかになった。又森

田
251の
研究にみられるように高いジャンプをする

ためには低い深い前傾姿勢も大切であるし,近い

距離の移動には,送 り足・クロスステップでの移

動の トレーニングも十分体得させるべきであろう。

ブロック後着地 して次の動作に移る時の敏捷性

も,又ラリーの続く近代バレーには欠くことので
きない条件である。ネット上2。 35mのボールをブ

ロックした後,後方のアタックライン真上の床上
lmの ボールの下に移動して トスする際にボール

に触れる迫 に要する時間は2,137 m sec。 を要し,

ブロック後の次のプレーに移行する場合の敏捷性

の トレーニングも別にとりあげて行なうことの必

要性が認められた。

本研究では,従来バレーボールの技術理論の中
でも種々異論のあったレシーブとブロックをとり

あげ,技術の成否を左右する敏捷性との関連性を

考慮しながら種々の検討を試み,数々の新しい知
見を得た。今後は予測能力の分析等も含めて トッ

プクラスの日本代表選手についても研究を進め ,

男女の差を比較検討すると共に,ス パイクボール

のスピー ドと反応の速さや動きからレシーブの際

に,どの位置からスター トすれば理論的に守り易
いか等についても検討を加え正しいバレーボール

技術理論の確立に努めたい。

(結 論
バレーボールの トレーニングを 3年以上経験 し

ている男子大学生 9名 を対象として,バ レーボー
ルの守りの技術であるレシーブとブロッキングを

とりあげ,技術と関連する敏捷性を比較検討 して
正 しい技術理論を究明する目的で 7項 目のテス ト

を実施 した。各テス ト共 5回の試技を行なわせ ,
3つの中央値の平均をその被験者の測定値とした。

その結果は次のとおりであった。

1), レシーブに備える際の手の位置は,組み手 ,
0片手でのレシーブには,胸の前や下に手をさげ
るよりも体側に開き前方に伸ばして備える方が,

正面又は50cm右側のボールに対しては明らかに早

いという結果を得た。

9

2),前方 3m及び 7mのボールに触れる場合 ,
ダッシュして レシーブす るよりもスライデ ィング

レシーブの方が近い距離のボールに対するほど有

利であることが明らかになった。

3),斜め右前45° に 5m移動する場合,送 り足
よリクロスステ ップが明らかに早 く,更に向いて
全力でダッシュしスライデ ィングを行なうと更に

早 く,ス ライデ ィングの有効性が明らかになった。
4), ブロックの構 えの際には,両手を耳の横に

あげ前傾姿勢をとり,そ のまま軽 く沈みこんでジ

ャンプする方法が,両手を下から振 りあげてジャ
ンプするよりも明らかに早いことが理解 された。

しかし速攻 に対するブロッキングは, トスされて

ジャンプしても間に合わないことが多く,セ ッタ

ーやスパイカー等の状況判断によって予測 してブ

ロックすることの必要性が明らかになった。

5),セ ンターから左右へ 4m移動 してのブロッ
クの場合,送 り足やクロスステ ップで移動するよ
りも,そ の方向に向いて全力で走 リブレーキ足で

流れをとめ相手コー トに正対 してジャンプする方

法が明らかに早いとい う結果が得 られ,Coxの短
距離移動の場合 と異 なった結果を示 した。
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